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広　 報

表紙説明
　幼き頃のフリムン徳さんが、弟たちの手を引いて眺めたであ

ろう梅雨入り間近の小野津の空と海（メェーヌクナガサキにて）。

　詩は徳さんが故郷を想って綴ったものである。

　この抜けるような「小野津の青い空」は来月、３分０８秒に

渡って “ 漆黒の世界 ”（Starless and Bible Black）に覆われる。

（ただ、夏ではなく冬の星空が観測できる）

｢ いつか帰ろう喜界島 ｣

青い海　青い空　白い雲

海苔摘んで　旅へ届ける

島の匂いを　郵便で

島を忘れちゃ　駄目だよと

母が守った　家と墓

いつか帰ろう　喜界島

１
ヶ
月
前
特
集　

い
よ
い
よ
！
皆
既
日
食
!!

  　
（
日
食
記
念
切
手
発
売
、
日
食
講
演　

他
）

シ
マ
の
話
題
そ
の
１（
ト
マ
ト
農
家
と
交
流
給
食　

他
）

　
　
　
　
　

そ
の
２（
は
ま
ゆ
り
学
園
運
動
会　

他
）

連
載　

フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
リ
カ
通
信

シ
マ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
！
・
町
職
員
募
集

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

島
に
咲
く
花
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県天文協会発行「２００９年皆既日食」より

県
天
文
協
会
発
行
「
２
０
０
９
年
皆
既
日
食
」
よ
り

  

　

町
認
定
･
担
い
手
農
業
者
連
絡
協
議
会

婦
人
部
会
や
町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
な
ど

町
内
の
女
性
６
団
体
が
主
催
す
る
第
11
回
明

日
を
担
う
女
性
の
集
い
が
５
月
10
日
、
町
畑

地
か
ん
が
い
営
農
推
進
協
議
会
の
後
援
に
よ

り
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
っ

た
。

　

今
年
の
幹
事
団
体
で
あ
る
町
商
工
会
女
性

部
長
の
豊
島
代
子
さ
ん
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の

後
、
喜
界
町
の
農
業
概
要
説
明
を
し
た
栄
常

光
町
産
業
振
興
課
長
は
「
喜
界
町
の
農
業
粗

生
産
額
は
30
億
円
で
す
。
人
口
が
２
倍
弱
の

沖
永
良
部
は
３
倍
強
の
１
０
０
億
で
、
人
口

が
少
な
い
与
論
は
50
億
あ
り
ま
す
。
農
業
は

外
貨
を
稼
ぐ
最
大
の
手
段
で
す
。
本
町
に
あ

る
「
他
の
地
域
が
う
ら
や
む
」
地
下
ダ
ム
を

活
か
し
て
島
全
体
を
潤
す
た
め
、
農
家
以
外

の
皆
さ
ん
も
『
農
に
対
す
る
意
識
』
の
向
上

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え
、「
最
近
、
宮

城
や
新
潟
か
ら
20
代
女
性
の
就
農
希
望
者
が

あ
り
、
実

際
に
畑
に

出
て
い
ま

す
」
な
ど

の
報
告
も

あ
っ
た
。

　

ま
た
、

毎
年
行
わ

れ
る
講
演

会
の
今
回

の
テ
ー
マ

は
「
皆
既

日
食
」。
N
P
O
法
人
エ
コ
か
ご
し
ま
理
事

長
の
義
山
彰
宏
さ
ん
（
伊
仙
町
出
身
）
に
よ

り
「
喜
界
島
で
の
皆
既
日
食
の
見
方
と
環
境

保
全
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

　

義
山
さ
ん
は
、
日
頃
活
動
す
る
二
酸
化
炭

素
（
C
O
2
）
削
減
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

な
が
ら
「
地
球
に
逃
げ
る
熱
を
吸
収
し
閉
じ

こ
め
て
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭

素
の
削
減
は
、
人
類
共
通
の
避
け
て
は
通
れ

な
い
重
大
な
課
題
」
と
指
摘
し
た
。

　

つ
づ
い
て
今
回
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
の
日
食

に
つ
い
て
「
今
回
、
日
本
で
の
皆
既
日
食
は

北
海
道
で
観
測
さ
れ
て
以
来
46
年
ぶ
り
。
次

は
能
登
半
島
か
ら
茨
城
県
で
観
測
さ
れ
、
26

年
後
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
奄
美
に

と
っ
て
は
一
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
話

し
、
日
食
が
起
き
る
原
因
や
観
測
方
法
に
つ

い
て
「
皆
既
日
食
と
は
、
地
球
、
月
、
太
陽

の
順
に
一
直
線
に
並
び
、
太
陽
が
月
に
〝
完

全
〟
に
隠
れ
る
状
態
で
す
。
そ
の
時
は
夜
の

よ
う
に
な
り
、
オ
リ
オ
ン
座
な
ど
の
冬
の
星

座
が
現
れ
、
鳥
が
騒
ぎ
、
気
温
が
急
に
下
が

り
ま
す
。
ま
た
、
観
測
す
る
と
き
は
、
太
陽

観
測
用
に
作
ら
れ
た
専
用
の
も
の
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ふ
つ
う
の
サ
ン
グ
ラ
ス
や
色

つ
き
の
下
敷
な
ど
は
失
明
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
、
図
を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
説

明
し
た
。

町
内
の
女
性
６
団
体
が
主
催

第
11
回
明
日
を
担
う
女
性
の
集
い

皆既日食までいよいよあと１ヶ月！!
世界中、日本中の注目を集める

皆既日食カウントダウン特集

“世紀の天体ショー ”あと１ヶ月に迫る！
　　 観測準備、受け入れ態勢の確立は急ピッチ

　“ 今世紀最大の天体ショー ” 皆既日食まで１ヶ月余りとなり（６月 10 日現在）、行政や
教育機関、また町観光協会を母体とする皆既日食実行委員会をはじめ、各事業・団体では
動きがあわただしくなっている。ここで、皆既日食を控えた各団体の取り組みを紹介する。

　

60
歳
代
以
上
の
方
で
、
昭
和
33
年
４
月

19
日
の
日
食
を
覚
え
て
い
る
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
時
の
日
食
は
「
部
分
日
食
」
で
あ
り
、

完
全
に
暗
く
は
な
ら
ず
、
薄
暗
く
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
皆
既
日
食
な
の
で
、
完
全

に
暗
く
な
り
ま
す
。

５０年前の日食

丁寧に説明する義山さん



1000 セットを販売 ※反応次第で増刷予定
販売価格 2,000 円（80 円切手 10 枚）

“ 世紀の天体ショー ” これでバッチリ！

阿伝での「まちあるきガイド」

皆
既
日
食
記
念
切
手
を
販
売  

奄
美
群
島
で
は
喜
界
島
だ
け

～
一
生
に
一
度
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
喜
界
島
を
ア
ピ
ー
ル
～

　

全
国
郵
便
局
町
会
郵
便
局
長

会
奄
美
地
区
喜
界
支
部
（
悦
田

隆
彦
部
会
長
）
と
喜
界
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
朝
崎
福
利
会
長
）

は
６
月
20
日
（
予
定
）、
互
い
に

企
画
協
力
し
て
皆
既
日
食
の
記

念
切
手
シ
ー
ト
を
発
行
す
る
。

　

記
念
切
手
シ
ー
ト
は
一
枚
に

80
円
切
手
10
枚
が
セ
ッ
ト
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
皆
既
日

食
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
の
他
、
町

指
定
保
護
蝶
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
、

阿
伝
の
石
垣
、
喜
界
島
の
空
撮

写
真
な
ど
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
。
販
売
価
格
は
二
千
円
。

　

悦
田
部
会
長
ら
は
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
日
頃
か
ら
地

域
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
。
今
回
の
皆
既
日

食
を
好
機
に
、島
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
活
性
化
の
一
助
に
な
れ
ば
」

と
話
し
た
。

　

販
売
は
町
内
の
郵
便
局
や
各

商
店
の
他
、
島
外
で
も
喜
界
町

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
扱

う
と
い
う
。
ま
た
、
郵
便
振
替

で
も
購
入
の
申
込
が
で
き
る
。

口
座
番
号　
　

　

０
１
７
３
０-

６-

８
６
９
１
３

口
座
名
義

　

喜
界
島
皆
既
日
食
実
行
委
員
会

（
※
送
料
五
百
円
と
合
わ
せ
合
計

二
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
）

問
合
先
：

喜
界
郵
便
局

０
９
９
７
（
６
５
）
４
３
０
５

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

０
９
９
７
（
６
５
）
０
３
５
４

郵
便
局
長
会
と
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
企
画
協
力

　
〝
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
〟
で
あ
り
、

ま
た
と
な
い
理
科
の
教
材
と
な
る
皆

既
日
食
を
観
測
し
て
も
ら
お
う
と
、

奥
田
八
十
三
さ
ん（
名
古
屋
市
在
住
、

佐
手
久
出
身
）
が
天
体
望
遠
鏡
を
母

校
・
志
戸
桶
小
学
校
の
後
輩
た
ち
に

寄
贈
し
た
。

　

奥
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
も
同
校
に

図
書
の
寄
贈
を
続
け
て
お
り
、「
奥

田
文
庫
」
と
し
て
児
童
ら
が
活
用
し

て
い
る
。
同
校
の
鬼
塚
正
秀
教
頭
は

「
奥
田
文
庫
を
設
置
し
て
以
降
、
子

ど
も
た
ち
が
本
を
読
む
よ
う
に
な

り
、成
績
も
目
に
見
え
て
上
昇
し
た
」

と
感
謝
す
る
。

　

榮
優
真
さ
ん
（
４
年
）
は
「
星
が

き
れ
い
に
見
え
る
し
、
昼
休
み
に
は

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
巣
作
り
が
見
れ

て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し

た
。

　

ま
た
、
奥
田
さ
ん
は
日
食
観
測
メ

ガ
ネ
百
個
の
寄
贈
も
し
た
。

母
校
に
天
体
望
遠
鏡
を
寄
贈

皆
既
日
食
の
観
測
に
活
用

日
食
観
測
者
に
喜
界
島
の
自

然
と
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
た
い

　

奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
観
光
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
塾
の
一
環
と
し

て
、
島
を
訪
れ
る
観
光
客
に
喜
界
島

の
身
近
な
自
然
や
文
化
を
気
軽
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
「
ま
ち
あ
る
き

ガ
イ
ド
」
の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
る
。

　

き
っ
か
け
は
今
年
２
月
に
町
観
光

協
会
が
実
施
し
た
「
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
」（
本
誌
３
月
号
参
照
）。

こ
れ
以
降
に
も
、
中
里
（
ガ
イ
ド
、

野
間
昭
夫
さ
ん
）、
阿
伝
（
同
、
政

井
平
進
さ
ん
）
な
ど
で
「
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

皆
既
日
食
の
７
月
22
日
前
後
に
は

島
外
か
ら
の
観
測
者
向
け
に
、
５
ヶ

所
で
の
「
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
」
を

予
定
し
て
い
る
。

　喜界町皆既日食実行委員会では、空港臨海
公園（スギラ）、塩道長浜公園、小野津グラウ
ンドの３ヶ所に設置されるテントサイトでの
場内整理や案内、受付などのボランティアを
募集しています。
　島外から多数の観測者が予想されます。気

持ちよく観測、滞在していただき、「また来た
い！」と思っていただけるよう、皆さんのご
協力をお待ちしています。

問合先：役場企画課
６５－１１１１（内線２３）

皆既日食ボランティア募集！

3　Kikai Public Relations 2009.6
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町
の
農
業
後
継
者
育
成
事
業
を
利

用
し
農
業
全
般
を
修
得
し
よ
う
と
、

２
人
の
農
業
者
が
町
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
の
研
修
生
と
な
り
、
そ
の
認
定

式
が
４
月
13
日
、
役
場
町
長
室
で
あ
っ

た
。

　

認
定
証
を
手
渡
し
た
加
藤
啓
雄
町

長
は
「
農
業
を
志
し
探
求
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
大

い
に
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
期
待
し
た
。

　

カ
ボ
チ
ャ
や
ゴ
マ
な
ど
を
栽
培
す

る
井
上
幸
一
さ
ん
（
荒
木
）
は
「
農

業
全
般
を
学
び
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ゴ
マ

を
利
用
し
た
加
工
品
や
使
い
道
の
多

い
黒
糖
製
品
な
ど
も
手
掛
け
た
い
。

将
来
的
に
雇
用
の
創
出
も
で
き
れ
ば
」

と
話
し
、
ま
た
、
父
親
の
元
で
黒
糖

作
り
を
修
行
す
る
幸
久
徳
さ
ん
（
湾
）

は
「
農
業
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、

伝
統
の
喜
界
黒
糖
を
守
り
、
活
か
す

方
法
を
習
得
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

今
後
２
人
は
町
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
で
半
年
間
、
土
壌
や
病
害
虫
対

策
な
ど
を
含
む
農
業
研
修
を
受
け
る
。

シ
マ
の

話
題そ

の
１

「牛　　もネイルケアが大事です」
　　脇田削蹄師を招いて講習

「農　　業全般を学びたい」
　　営農支援センター研修生に

　　　　　２人が認定

加藤町長から認定証を受け取る幸さん

　大島農業共済事務組合（管理者、平田隆義奄美市長）
は４月 17 日、豊原芳宏さん（大朝戸）の畜舎で、九
州地区を中心に年間約一万頭もの肉用牛の削蹄をする
脇田克己さん（鹿児島市）を招き、同組合の共済加入
者ら 35 人を集めて削蹄講習会を開催した。
　講習で脇田さんは、牛が転倒せずに安定して削蹄す
るための事前準備の説明を始めに、削蹄する際の注意
点として「まずどこを削るか考えてから」「削りすぎ
は裸足で砂利道を歩かせるようなもの」「左右の靴の
サイズが違えばストレスになる。牛も同じ」など、足
や削蹄鎌の持ち方も交えて説明した。
　受講した米田光弘さん（佐手久）は「自己流で削蹄
する農家が多いが、農業は基礎が大事なので、九州
全域から依頼される削蹄師の技術に触れることがで

き、 と て も 参 考
になった」と話
した。
　牛のヒズメは
１カ月に約５ミリ
伸 び、 伸 び 過 ぎ て
形が悪くなると体
勢 が 悪 く な り、 肉
質低下や発情不順
などのおそれがあ
る た め、 定 期 的 な
削蹄が必要となる。

熱心に説明する脇田さん（中央、赤い服）

「家　　でもトマトを食べたい !!」
　　生産農家を招いて交流給食

　

島
の
食
材
を
知
り
、

生
産
者
と
触
れ
合
う
こ

と
に
よ
り
農
業
つ
い
て

学
ぼ
う
と
、
湾
小
学
校

（
小
林
博
宜
校
長
、
児
童

数
２
９
３
人
）
は
５
月

25
日
、
羽
里
集
落
で
ト

マ
ト
を
栽
培
す
る
矢
竹

毅
さ
ん
を
招
き
、
交
流

給
食
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
交
流
給
食
は

４
年
ろ
組
で
行
わ
れ
、
食
前
に
は
矢

竹
さ
ん
が
用
意
し
た
パ
ネ
ル
を
用
い

「
ト
マ
ト
の
花
は
蜜
が
な
い
の
で
、
ミ

ツ
バ
チ
で
は
な
く
花
粉
を
食
べ
る
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
で
受
粉
さ
せ
ま
す
」
な

ど
と
、
ト
マ
ト
の
作
り
方
か
ら
店
頭

に
並
ぶ
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。

　

前
週
、
実
際
に
矢
竹
さ

ん
の
ホ
場
で
収
穫
体
験
を

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ

の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
「
ト
マ

ト
カ
レ
ー
」
を
あ
っ
と
い

う
間
に
平
ら
げ
て
い
た
。

　

食
後
の
感
想
を
岡
本
勝

海
君
は
「
ト
マ
ト
は
ビ

ミ
ョ
ー
だ
っ
た
け
ど
、
こ

れ
な
ら
形
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
す
ん
な
り
食
べ
ら
れ

た
。
家
で
も
ト
マ
ト
カ
レ
ー
を
食
べ

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
丸
田
夏
月
さ
ん
は
事
前
に

ト
マ
ト
に
つ
い
て
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト

を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
調
べ
、
矢
竹

さ
ん
か
ら
「
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る

ね
。
う
ち
で
働
か
な
い
？
」
と
ス
カ

ウ
ト
さ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

５
月
中
旬
頃
ま
で
、
満
開
の
エ

ラ
ブ
ユ
リ
の
花
が
花
良
治
を
行
き

交
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

こ
の
エ
ラ
ブ
ユ
リ
の
球
根
は
、

「
両
町
の
友
好
親
善
」
に
と
、
沖

永
良
部
・
和
泊
町
の
脇
田
清
一
郎

副
町
長
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。
ま

た
、
島
の
在
来
の
ユ
リ
と
違
い
品

種
改
良
さ
れ
て
お
り
、
好
き
嫌
い

の
別
れ
る
強
烈
な
香
り
が
薄
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
鉢
植
え
な
ど
で

室
内
で
の
鑑
賞
に
も
向
く
と
い

う
。

　

植
え
付
け
を
し
た
の
は
老
人
ク

ラ
ブ
・
第
一
暁
会
（
羽
佐
田
弘
会

長
）。

植え付けする第一暁会のメンバー

幅広い歩道に沿って咲く
エラブユリの花

脇　
見
運
転
に
注
意
!!

　
　

花
良
治
の
県
道
沿
い
に

　
　
　
　
　

ユ
リ
の
花
が
満
開 

トマトについて説明する矢竹さん



｢男の名前で生きていきます｣　

　ワノー、フリムン太郎と申します。
　姓も名もありますが､ワノー人間様ではありません。
喜界島の島ユミタでいうと“マヤー“です。猫です。ワー
お父ちゃんは作家の向田邦子が自分のネコに(向田鉄)と
苗字までつけましたので､その真似をして､フリムン太郎
と名づけたのです。

　ワー､お父ちゃんの名前はフリムン徳さんと申しま
す。フリムンとは喜界島の島ユミタで､常識外れのこと
をする人､大阪弁の(アホ)に似た言葉です。自分ひとり
がフリムンと呼ばれるのは寂しい気持ちもあったから､
一人でも仲間がおれば心強いと思い､ワンニ､フリムン太
郎と名付けたようにも思います。

　お父ちゃんは５９歳で倒れるまで､26年間､ロスアン
ジェルス､シアトルで､大工の徳さんとして､大工仕事と
ビール一筋に､わき目も振らずに､我が道を邁進してきた
男はんです。お客さんには気を使っても､嫁はんには気
を使うことをしなかった男はんです。難儀な男はんで
す。島ユミタでゆうたら“トゥジンクトー　カンゲーデ
ィキラン　ツ”です。

　身体障害者になってからは､ベッドの上で四つん這い
になって､文章の書き方を勉強し､｢フリムン徳さんの波
瀾万丈記｣という本を文芸社から出版し､「フリムン徳さ
ん」と呼ばれるようになりました。

　大工の徳さんからフリムン徳さんになって､目が覚め
たようです。普通の人はまともになってから目が覚める
ようですが､うちのお父ちゃんはフリムンになってから
目が覚めたようです。嫁はんにも他人様にも気を使うよ
うになりました。少しは世間様の男はんと同じようにな
ったのです。特に､嫁はんには今までと打って変わった
ように､気を使うようになりました。これはえらいこと
です。ヤッケータムンジャ!!

　大工さんの頃のように､朝早（はよ）う家を出て､夜遅
う帰ってくるのではありません。今は一日中家にいて､
コンピューターに向かって､エッセイばかりを書いてい
るのですから､息抜きの代わりに私を飼ったのです｡エッ
セイを書きながら､うまく書けない時は､頭を掻いていた
ようですが､私を飼ってからは「太郎､太郎､太郎」とう
るさく､私をしょっちゅう呼びつけて、撫でまわして触
るのです｡

　実はワノー､フリムン太郎と男の名前をつけられたの
ですが､雌猫であります｡雌猫なのに､男の名前をつけら
れたのには深いわけがあります｡ワノー、1年近くフリ
ムン徳さんと一緒に住んでみて､なぜ彼が雌猫の私に､「
太郎」と男の名前をつけたか､その理由がわかりました｡

　フリムン徳さんはエッセイがうまく書けないと､すぐ
に「太郎､太郎」と私を呼びます｡一日中、朝から晩ま
でです｡そうしたら、私も､「私はひょっとしたら､雄猫
かもしれない」と錯覚しそうになる時があるのです｡私
の場合はそうです｡ところが､徳さんの嫁はんにしてみれ
ば､また､違う受け取り方をするはずです｡

　たとえば､私の名前が女の名前で「愛子」だとします｡
徳さんが家の中で「愛子､愛子」と呼んでいたら､嫁はん
はヤキモチを焼くに違いありません｡ワノー徳さんが雌
ネコのワンニ、男の名前「太郎」と付けた理由がわかり
ました｡フリムン徳さんはフリムンでも､立派なフリムン
だとワノー尊敬しています｡

　だからワノー､徳さんの為に､このまま男の名前で生き
ていきます｡

絶賛発売中 !!
「フリムン徳さんの波瀾万丈記」 

1,260 円（送料・税込み）
ご注文は
  「フリムン徳さん応援団」  
　　　   　友田 英助さんまで
℡ /Fax :０４２- ６３２- ７０８８
E-mail:e_tomoda@muh.biglobe.ne.jp

★

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ５

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
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上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市

　　　　さん

　

徳
さ
ん
の
飼
っ
て
い
る
猫
は
ミ
ー
ム

ン
（
メ
ス
）
で
あ
る
。
名
前
は
男
の
名
前
。

な
ぜ
徳
さ
ん
は
ウ
ー
ム
ン
（
オ
ス
）
み

た
い
な
名
前
を
付
け
た
の
か
？

　
『
太
郎
』
と
名
付
け
ら
れ
た
マ
ヤ
ー
（
グ

ル
ー
）
か
ら
、「
立
派
な
フ
リ
ム
ン
」
と

お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た
徳
さ
ん
。
フ
リ

ム
ン
に
な
っ
て
大
人
に
な
っ
た
徳
さ
ん

は
、
ま
さ
に
日
本
一
、
い
や
世
界
一
の

フ
リ
ム
ン
な
の
だ
。

　

だ
け
ど
本
音
は
、『
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
』

や
『
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
』
み
た
い
な
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
ベ
ッ
ピ
ン
さ
ん
の
名
前
を

付
け
た
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

5　Kikai Public Relations 2009.6



6

「チームワークは抜群！」 こよなくバレー
ボールを愛する『球愛』のメンバーたち

自ら管理するコースに立つ保田邦博選手

家族や児童生徒、地域住民らが多数参加した

　

ゴ
ル
フ
の
各
種
団
体
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
決
定
す
る
第
４
回
各
種
団

体
コ
ン
ペ
（
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
）

が
４
月
25
日
、
喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ

ル
フ
で
開
催
さ
れ
た
。
12
チ
ー
ム

が
出
場
す
る
中
、
だ
い
せ
ん
貯
金

会
が
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

同
大
会
は
一
チ
ー
ム
４
人
の
グ

ロ
ス
（
ハ
ン
デ
を
考
慮
し
な
い
総

打
数
）
を
ト
ー
タ
ル
し
て
優
劣
を

競
う
、
真
の
実
力
を
決
す
る
大
会

で
、
だ
い
せ
ん
貯
金
会
は
グ
ロ
ス

２
５
６
で
２
位
に
３
打
差
と
い
う

僅
差
で
接
戦
を
制
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
居
酒

屋
「
だ
い
せ
ん
」
店
主
の
大
山
成

治
と
25
年
生
ト
リ
オ
の
富
田
博
、

沖
島
均
、
里
俊
雄
の
４
人
。
な
か

で
も
富
田
は
喜
界
町
の
絶
対
的

エ
ー
ス
に
君
臨
し
、
他
の
３
人
も

そ
れ
ぞ
れ
が
名
の
聞
こ
え
た
実
力

派
。
下
馬
評
で
も
優
勝
候
補
の
最

右
翼
に
目
さ
れ
、
貫
禄
の
勝
利
で

あ
っ
た
。

  

続
く
準
優
勝
に
は
木
曜
会
が
食

い
込
ん
だ
。
同
チ
ー
ム
も
優
勝
候

補
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
エ
ー

ス
の
久
保
正
樹
が
60
の
好
成
績
。

大
山
公
一
、
喜
禎
義
一
、
富
田
英

雄
の
他
メ
ン
バ
ー
も
き
っ
ち
り
と

ス
コ
ア
を
ま
と
め
た
。

　

ゴ
ル
フ
人
口
の
減
少
が
叫
ば
れ

る
中
、
本
大
会
も
出
場
チ
ー
ム
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

役
場
チ
ー
ム
は
「
大
会
を
盛
り
上

げ
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
率
を
上
げ

よ
う
」
と
、
普
段
は
ゴ
ル
フ
を
し

な
い
若
手
職
員
を
強
制
的
に
招
集

し
、
４
チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
。
当
然

な
が
ら
勝
負
を
度
外
視
し
た
若
手

職
員
の
チ
ー
ム
は
、
ブ
ー
ビ
ー
の

ミ
ネ
ッ
ク
ス
に
34
打
差
も
離
さ
れ

る
断
然
の
最
下
位
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
「
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
」
と
堂
々
と
プ
レ
ー
し
た
。

参
加
者
の
ひ
と
り
は
「
町
が
税
金

で
作
っ
た
喜
界
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ

の
利
用
率
向
上
の
た
め
に
、
役
場

内
で
の
ゴ
ル
フ
人
口
が
増
え
れ

ば
」
と
話
し
た
。　
　

  （
敬
称
略
）

　MBC 南日本放送が主催する、第 33 回家庭婦人バレー
ボール大会は５月 23、24 日の両日、桜島総合体育館で

開 催 さ れ、 満 40 歳
以上クラスの B パー
トには喜界島からも
一昨年の同大会で３
位に入賞した『球愛』

（折島智和子監督）が
参加した。
　 球 愛 は 結 成 10 年
以上で、バレー歴が
平 均 30 年 以 上 の ベ
テラン選手で構成さ
れた名門チーム。町
内のママさんバレー

大会では「最後に負けたのがいつか記憶にない」（黒田
和代キャプテン）ほど連続優勝を続けている。
　大会では初戦の MATSUBARA（鹿児島市代表）戦をセッ
トカウント２対０で突破し、２回戦は西伊敷（同）に２
対１で勝利を収めベスト８に駒を進めた。
　翌日の準々決勝は、やはり鹿児島市代表の草牟田と対
戦し、第１セットを先取したものの、身長 170 ～ 180㎝
の選手を前衛に揃えた相手チームの高い壁の前に、惜し
くもセットカウント２対１で敗れた。
　試合を振り返って黒田キャプテンは「技術の差は感じ
なかったが、相手の高さに悩まされた。普段の練習試合
でも男子を相手にブロック練習するなど、どこにも負け
ないチームワークを活かして『１点を取るバレー』に磨
きをかけたい」と今後を見据えた。

　

は
ま
ゆ
り
学
園
（
実
田
照

野
園
長
、
利
用
者
40
人
）
は

５
月
24
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
運
動
会
を
開
催
し
た
。

　

今
回
で
21
回
目
を
数
え
る
〝
お
も
し
ろ

お
か
し
小
さ
な
大
運
動
会
〟
と
銘
打
た
れ

た
運
動
会
は
、
利
用
者
の
み
な
ら
ず
家

族
や
各
小
中
高
生
ら
も
大
挙
し
て
参
加
す

る
、
ま
さ
に
「
大
運
動
会
」。

　

重
野
美
昭
選
手
の
選
手
宣
誓
で
幕
を
開

け
、
会
場
の
全
員
が
出
場
し
て
の
パ
ン
食

い
競
争
や
綱
引
き
、
三
人
四
脚
な
ど
多
彩

な
種
目
で
連
発
す
る
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー

に
は
歓
声
が
あ
が
り
、
最
後
は
六
調
で
全

競
技
を
終
え
た
。

　

勝
ち
負
け
の
線
引
き
は
せ
ず
、
閉
会
式

で
は
全
員
が
〝
一
等
賞
〟
の
参
加
賞
を
受

け
て
、
全
日
程
が
終
了
し
た
。

　

同
学
園
職
員
の
福
岡
哲
也
さ
ん
は
「
競

技
や
踊
り
の
練
習
を
し
て
楽
し
み
に
し
て

い
た
運
動
会
。
今
年
の
11
月
に
は
大
島
地

区
の
知
的
障
害
者
（
児
）
が
参
加
す
る
『
友

愛
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
が
喜
界
島
で
開
催
さ

れ
る
の
で
、
開
催
地
代
表
と
し
て
、
い
っ

そ
う
気
持
ち
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
」
と
話
し
た
。

■成績結果
優勝 256 だいせん貯金会
2 位 259 木曜会
3 位 264 役場 A
4 位 281 峰山 A
5 位 290 月曜会 A
6 位 293 役場 B
参考記録（個人グロス）
1 位 57 富田博（だいせん）
2 位 60 久保正樹（木曜会）
3 位 62 新原一雄（役場 A）
  〃   〃 大山成治（だいせん）
  〃   〃 徳勝志（役場 A）

シ
マ
の

話
題そ

の
２

お　　　もしろおかし小さな大運動会を開催 !!
　　　～はまゆり学園

だ　
い
せ
ん
貯
金
会
が
初
優
勝

　
　

～
各
種
団
体
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
～

シ　　
マのママさんが快進撃 !! 家庭婦人バレー鹿児島大会



まもる君、あゆみちゃんと大はしゃぎ

おなじみ濱尾さん（左）と坂上さん

受賞作『喜界島』を手にする上園田さん

　鹿児島地方法務局奄美支局と奄美人権擁護委
員協議会は５月 19 日、上嘉鉄幼稚園で子ども
に対する啓発活動の一環として人権紙芝居を
行った。
　紙芝居は、マンガ『アンパンマン』の作者、
やなせたかし氏による「ぐらぐらもりのおばけ」
を、人権擁護委員の瀧正毅さんと同幼稚園補助
職員の平ゆかりさんが、片手に手踊り人形を付
けながら読み聞かせた。
　紙芝居の後は、啓蒙活動のキャラクター、「人
KEN まもる君とあゆみちゃん」が飛び入り参加
し、大喜びの園児らと交流した。
　まもる君とあゆみちゃんと遊んだ感想を年長
組の田辺勝海（たなべ・かつみ）くんは「最初
は大きくてびっくりしたけど、かわいかった」
と話した。

　

絶
滅
亜
種
と
さ
れ
て
い
た
ダ
イ

ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
の
発
見
に
よ
り
、

島
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
き
っ

か
け
を
作
っ
た
国
立
科
学
博
物
館

の
濱
尾
章
二
さ
ん
が
５
月
20
日
か

ら
７
日
間
、
指
導
す
る
大
学
生
を

と
も
な
っ
て
来
島
し
た
。

　

今
回
の
主
な
目
的
を
濱
尾
さ
ん

は
「
試
験
調
査
の
段
階
だ
が
、
以

前
に
巣
の
内
外
の
温
度
を
記
録
す

る
機
器
を
３
つ
の
巣
に
設
置
し
育

雛
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ひ

と
つ
の
巣
は
無
事
に
巣
立
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
残
り
の
２
つ
は

巣
立
ち
前
に
急
激
に
温
度
が
低
下

し
て
お
り
、
他
の
動
物
に
よ
り
捕

食
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回

は
、
そ
の
捕
食
者
が
何
で
あ
る
か

を
調
査
す
る
た
め
に
、
ウ
ズ
ラ
の

卵
を
入
れ
た
人
工
の
巣
に
、
セ
ン

サ
ー
付
き
の
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
し

て
、
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
や
メ
ジ

ロ
、
セ
ッ
カ
の
巣
に
近
い
と
こ
ろ

に
設
置
す
る
た
め
」
と
話
し
、
３

巣
中
２
巣
が
捕
食
さ
れ
て
い
る
状

況
か
ら
「
か
な
り
の
巣
が
や
ら
れ

て
い
る
の
で
は
」
と
付
け
加
え
た
。

　

今
回
の
調
査
に
は
、
濱
尾
さ
ん

が
指
導
す
る
帝
京
科
学
大
学
生
命

環
境
学
部
４
年
の
坂
上
舞
さ
ん
も

助
手
と
し
て
参
加
し
た
。
今
回
の

調
査
を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
す

る
と
い
う
坂
上
さ
ん
は
「
将
来
は

研
究
者
に
」
と
話
す
。

　

な
お
、
濱
尾
さ
ん
と
坂
上
さ
ん

は
６
月
８
日
か
ら
２
週
間
、
本
格

的
に
調
査
す
る
た
め
再
来
島
す
る

と
い
う
。

国
立
科
学
博
物
館
の
ラ

ベ
ル
が
付
い
た
巣
と
カ

メ
ラ
は
研
究
用
で
す
。

セ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
い

ま
す
の
で
、
さ
わ
ら
ぬ

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

お願い

　食品分野を中心とする製品の技術的水準を審査する
ベルギー王国の政府系団体「モンドセレクション」の
２００９年の金賞に、本町の喜界島酒造（上園田慶太
社長）が出品した黒糖焼酎『喜界島』が輝いた。
　モンドセレクションは「食品のノーベル賞」とも称
され、世界でもっとも長い歴史を誇る権威ある認証団
体。その審査基準の詳細は非公表であるが、味覚のみ
ならずデザイン、衛生面、成分表示の整合性など多角
的に各分野の専門家や評論家が審査するといわれ、採
点結果に基づき最高金賞、金賞、銀賞、銅賞が決定さ
れる（金賞以上を３年連続で受賞すると「国際優秀品
質賞」が授与される）。
　金賞は通常、数回の挑戦を経て獲得できるというが、
喜界島酒造は初チャレンジでの快挙であった。
　受賞を受けて上園田さんは「当社の主力商品である

『喜界島』の思いがけない金賞受賞に驚き、喜んでいる。
この賞に恥じぬよう、社員一同さらに努力して、より

よい商品を提供していきたい」と話し「喜界島という
名前には文字通り『喜びの世界』という素晴らしい響
きがある。この賞で少しでも日本や世界に喜界島の名
前が広がり、当社製品に限らず、シマの焼酎やその他
の特産品の PR になれば」と付け加えた。

上　　嘉鉄幼稚園を人権委が訪問
　　園児らに紙芝居で人権を啓発「犯　　人を探せ !!」

　　 ダイトウウグイスの濱尾さん来島

快　　　挙！　喜界島酒造の『喜界島』 
　　　モンドセレクション初チャレンジで金賞受賞 !!

7　Kikai Public Relations 2009.6
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思考をこらした上嘉鉄スポーツ
少年団の舞台発表

様々なイベントが行われた
図書館フェスタ

２０代から７０代まで幅広い聴講者が
会場に詰めかけました。

第
36
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
歓
大
会
喜
界
町

予
選
大
会

　

7
月
25
日
・
26
日
に
奄
美
市
で
開

催
さ
れ
る
第
36
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
へ
の
出

場
権
を
か
け
て
、
本
町
予
選
大
会

が
5
月
11
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

5
月
11
日
の
総
合
開
会
式
で
は
、

七
つ
の
活
動
領
域
の
一
つ
で
あ
る
文

化
活
動
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で
伝
統

芸
能
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
合
間
に
練
習
を

重
ね
、
特
色
あ
る
発
表
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

予
選
大
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
と
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、
地

区
大
会
へ
の
切
符
を
め
ぐ
り
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

○　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

　
　

優
勝　

小
野
津
S
P

○　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

　
　

優
勝　

湾
少
女
バ
レ
ー
S
P

○　

サ
ッ
カ
ー

　
　

湾
サ
ッ
カ
ー
S
P

  
　

こ
れ
ま
で
秋
に
行
っ
て
い
た
図
書

館
フ
ェ
ス
タ
を
今
年
は
、「
こ
ど
も

の
日
」
を
祝
う
意
味
で
5
月
5
日

（
火
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
は
、
廃
棄
図
書

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大
型
紙
芝
居
の
実

演
、
ま
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
く
す
べ
さ

ん
に
よ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ラ
イ
ブ
演

奏
、
更
に
は
、
ド
イ
ツ
人
N
P
O

活
動
家
、
当
田
ア
ス
ト
リ
ッ
ト
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
ア
フ
リ
カ
で
学
校
を

建
て
る
」
と
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
週
土
曜
日
に
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
る
「
お
話
し
の
会
コ
ロ
コ

ロ
」
の
会
員
、
妻
の
実
家
が
喜
界
島

と
い
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
く
す
べ
さ
ん
、

夫
の
祖
父
母
が
喜
界
島
出
身
と
の
ア

ス
ト
リ
ッ
ト
さ
ん
、
そ
し
て
図
書
館

が
醸
し
だ
す
雰
囲
気
が
好
き
、
と
い

う
こ
と
で
参
加
協
力
を
申
し
込
ま
れ

た
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
。

　

写
真
の
展
示
作
業
や
会
場
設
営
そ

し
て
当
日
の
受
付
等
々
。
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
が
あ
り
、
利
用
者
と
職
員
が
一
緒

に
な
っ
て
作
り
あ
げ
た
本
の
お
祭
り

で
し
た
。

　

7
回
目
を
数
え
る
図
書
館
フ
ェ
ス

タ
は
、
前
庭
で
こ
い
の
ぼ
り
が
気
持

ち
よ
く
泳
ぐ
中
、
家
族
連
れ
で
終
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

喜
界
町
教
育
文
化
講
演
会

　

5
月
16
日
（
土
）
に
役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
広
島
赤
十
字
・
原

爆
病
院
の
西　

美
和
副
院
長
を
お
招

き
し
、
標
記
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
か
か
り
や
す
い
病
気
」

～
ア
ト
ピ
ー
か
ら
感
染
症
ま
で
～
と

い
う
演
題
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を

持
つ
親
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校

関
係
者
を
対
象
に
食
事
療
法
〈
肥
満

の
改
善
〉
や
夜
尿
症
に
対
す
る
生
活

改
善
な
ど
御
講
話
頂
き
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
気
を
付
け
た
い
子
ど
も

の
病
気
で
あ
る
た
め
、
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
入
り
、
各
社
会
教
育
団

体
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

【
町
体
育
協
会
】

・　

会　

長　
　

加
藤　

啓
雄

・　

副
会
長　
　

晴
永　

清
道

・　
　

〃　
　
　

中
島　

智
一

・　

理
事
長　
　

積
山　

忠
久

・　
副
理
事
長　
　

嶺
田　

一
成

・　
　

〃　
　
　

三
山
八
十
三

【
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
】

・　

会　

長　
　

羽
佐
田　

弘

・　

副
会
長　
　

中
山　

佳
也

・　
　

〃　
　
　

梶
原　

貴
史

【
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
】

・　

会　

長　
　

永　

  

房 

枝

・　

副
会
長　
　

鎌
田　

純
子

　
　
　

〃　
　
　

碇
山
千
恵
子

【
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
】

・　

会　

長　
　

深
水　

辰
雄

・　

副
会
長　
　

永
井　

昌
徳

・　
　

〃　
　
　

生
島　

常
範

【
町
文
化
協
会
】

・　

会　

長　
　

外
内　

千
里

・　

副
会
長　
　

光 

岡　
　
力

　

以
上
の
新
役
員
が
着
任
さ
れ
、
各

団
体
の
さ
ら
な
る
組
織
の
強
化
と
活

動
の
充
実
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伝
統
芸
能
発
表
や

交
歓
大
会
で
交
流
を

深
め
る
!

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
!

発
達
障
害
に
つ
い
て
の

専
門
家
が
講
話
！

各
団
体
の
新
役
員
決
ま
る
！



す こ や か n e w s

心
配
な

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

国
内
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
、
鹿

児
島
県
で
も
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
行
地

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か
な
？
と

思
っ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
前
に
、「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
必
要
な
場

合
は
、「
発
熱
外
来
」
な
ど
適
切
な

医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
早
期
の
診
断
と
治
療
に
よ
り

多
く
の
方
が
回
復
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
た
だ
し
、
型
を
変
え
な
が

ら
今
後
も
広
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
す
の

で
、
正
し
い
情
報
に
も
と
づ
く
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

感
染
症
の
最
大
の
予
防
は
、
外

出
を
控
え
る
事
で
す
。
必
要
な
食

料
品
や
生
活
用
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

喜
界
町
の
男
性
は
、
女
性
よ
り

動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
？

　

鹿
児
島
大
学
の
「
あ
ま
み
に
お

け
る
生
活
習
慣
病
予
防
と
長
寿
に

関
す
る
研
究
」
調
査
で
、
喜
界
町

や
あ
ま
み
の
動
脈
硬
化
の
現
状
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

肥
満
そ
の
も
の
は
直
接
の
原
因

で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
肥

満
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿

病
を
伴
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
間

接
的
に
動
脈
硬
化
を
進
め
て
し
ま

う
の
で
、
改
善
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
喜
界
町
の
男
性
は
、
動
脈
硬

化
の
進
展
が
早
い
よ
う
で
す
。
原

因
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
し
ょ
う
か
、

高
血
圧
で
し
ょ
う
か
。

 

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
の

衛
生
週
間
で
す
！

　

喜
界
島
の
子
ど
も
達
の
お
口
の

中
は
、
年
々
き
れ
い
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
ま

だ
ま
だ
虫
歯
が
多
い
の
も
事
実
で

す
。「
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ

る
」
こ
と
は
元
気
で
長
生
き
す
る

た
め
に
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
歯
を
大

切
に
す
る
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ね
。

★
食
べ
た
ら
磨
く

　

�　

小
学
校
低
学
年
ま
で
は
、
仕

上
げ
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
寝
る
前
は
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

★�

だ
ら
だ
ら
食
べ
を
さ
け
、
規
則
正

し
い
食
習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

★�

フ
ッ
素
を
利
用
し
て
歯
を
丈
夫

に
し
よ
う
！

　

�　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
く
し

た
り
、
虫
歯
菌
の
力
を
弱
め
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

家
庭
で
の
フ
ッ
化
物
ス
プ

レ
ー
、
フ
ッ
化
物
洗
口
、
フ
ッ

素
配
合
歯
磨
き
剤
な
ど
の
使
用

に
加
え
、
歯
科
医
院
で
３
か
月

ご
と
に
塗
布
し
て
も
ら
う
と
効

果
的
で
す
。　
　

※�

ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
、
昨
年

12
月
か
ら
フ
ッ
化
物
洗
口
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

達
の
歯
を
守
っ
て
い
け
る
と
い

い
で
す
ね
！

★
定
期
健
診

　

�　

半
年
に
一
度
は
歯
医
者
さ
ん

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
歯
が
痛
く

な
っ
て
か
ら
行
く
の
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☎
（
６
５
）
３
５
２
２

喜界町年代別動脈硬化の割合

0

10

20

30

40

50

40 ～ 49 50 ～ 59 60 ～ 69

虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
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発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
（
名
瀬
保
健
所
）

☎
（
５
２
）
５
４
１
１

ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

女性　動脈硬化の原因
１　加齢

２　極端なやせ

　　（ＢＭＩ 18.5 未満）

３　高血圧

４　高空腹時血糖

５　喫煙

男性　動脈硬化の原因
１　加齢

２　高血圧

３　高中性脂肪

４　高空腹時血糖

５　1.5 合 / 日かつ
　　週 5 日以上の飲酒

幸
得　

恵
祐
く
ん

和
田　

乙
葉
ち
ゃ
ん

男性

女性
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
小
さ
な
掛
金 

　
　
　
　
　

大
き
な
補
償
！
」

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
加
入
人
数　

５
人
以
上

●
手
続
き

　

�　

加
入
依
頼
書
は
、
教
育
委
員　

会
と
鹿
児
島
銀
行
に
備
え
付
け　

て
あ
り
ま
す
。

　

�　

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を　

記
入
後
、
掛
金
と
一
緒
に
鹿
児　

島
銀
行
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ　

さ
い
。

●
対
象
損
害

　

�　

被
保
険
者
が
日
本
国
内
で
の
団

体
の
活
動
中
お
よ
び
往
復
中
に
急

激
で
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
り

受
け
た
障
害
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

電
話　

6
5-

１
１
１
１
（
内
線
53
）

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験
受
験
者
募
集
に
つ
い
て

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税

務
）
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
ま
す
と
、

全
員
が
税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
一

年
間
、
税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
専

門
知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

【
試
験
の
程
度
】

高
校
卒
業
程
度

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

６
月
23
日（
火
）か
ら
６
月
30
日（
火
）

ま
で
（
通
信
日
付
印
有
効
）

【
第
一
次
試
験
】

９
月
６
日
（
日
）

【
申
込
用
紙
】

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
備
え

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
（
自
動
音
声
案
内
）

　

人
事
院
九
州
事
務
局

０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

大
島
税
務
署

０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

平
成
21
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
・

基
礎
調
査
ご
協
力
へ
の
お
願
い

　

経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調
査
は
、

商
店
や
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、

学
校
、
旅
館
、
学
習
塾
、
病
院
、
寺

院
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象

と
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
の
結
果
は
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の

行
政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
は
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
及
び
企
業
が
対
象
で
す
。

　

総
務
省
統
計
局　

都
道
府
県

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課
統
計
係

　

℡ 
6
5-

１
１
１
１
（
内
線
24
）

このような不審な手紙・電話・訪問者等がありましたら、その場で対応せず、

まず、お近くの社会保険事務所等へお問い合わせ下さい。

新たなサギにご注意 !!
　「ねんきん特別便」の回答手続きに、手数料をいただくことはありません。
また、｢ねんきん特別便｣ の回答がないことにより、現在、受給している年金が停止される
ことはありません。

　名古屋市の年金受給者の方のご自宅に「ニセの
ねんきん特別便」が届きました。（「ねんきん特別
便」と書かれた茶色い封筒で送付されました。）
　基礎年金番号や銀行の口座番号などを記入させ
て返送を依頼する内容だったので、ご自身で封筒
をご用意し返送しました。
　数日後、「回答をしなければ受給している年金
が停止になる」といったハガキが届いたので、書
かれた電話番号に電話したところ、相手（男性）

から「回答を出してもらわないといけないので、
お宅へ伺います。」と言われました。
　その後、４０歳から４５歳ぐらいの男性が「（ニ
セの）ねんきん特別便の回答を受け取りに来た。」
と訪問しました。
　改めて「ニセのねんきん特別便」の必要事項を
記入して渡したところ、「手数料として 2 万 3 千
円が必要だ！！」と言われ、不審とは思いながら
も現金を渡してしまった。

※被害ケース

奄美大島社会保険事務所　℡　５２－４３４１



民生委員 ・児童委員活動たより　№７

　今月の民生委員 ・ 児童委員定例会を５月７日に開

催しました。 行政からの報告で基井保健福祉課長は

最近の福祉行政の動き ・ 新型インフルエンザについ

て、 教育委員会の黒田係長からは準要保護児童生

徒援助費の改正 ・ 調査状況確認報告書についての

説明があり、 また、 県大島支庁喜界事務所の三明

主幹が「 生活保護制度について」 と題して講話を

おこないました。 内容は下記のとおりです。

　１．�生活保護制度の目的→　最低生活の保障く

資産、 能力等すペてを活用してもなお生活

に困窮する方に対し、 困窮の程度に応じた

保護の実施。 扶養義務者による扶養などは、

保護に優先される。

　２．�支給される保護費の額→　厚生労働大臣が

定める基準で計算さられる最低生活費から収

入を差し引いた差額を保護費として支給。

　支給額の算定例は、 生活扶助基準（ 最低生活費 ・

喜界町等の例） 単身世帯（ ６８歳） は６２，６４０円、

母子世帯（ ３０歳、 ４歳） は９５，１７０円、 ３人世帯（ ３３ 

歳、 ２９ 歳、 ４歳） は１３０，６８０円となります。

　☆ 上記の額に加えて、 家賃や学校の給食費 ・ 教

材費の実費相当額などが必要に応じて金銭給付さ

れ、 医療扶助や介護扶助は実費相当額が必要に応

じて現物給付される。

　３．�自律の助長→　世帯の実態に応じて、 定期

的な訪問指導 ・ 就労の可能性のある方への

就労指導。

　以上が講話の主な内容です。

　講話のあと会員の事例発表に移り、 今回のケー

スは相談をうけ見守りっていた男性が急に亡くなり、

委員が大変なショツク受けたという事例でした。 包

括支援センターと連携を取りながら対応してきたが

「 もっと自分に何か出来なかったか」 と言う思いが

残ったという発表でした。以上が定例会の報告です。

　５月１３日には瀬戸内町で大島群島民生委員 ・ 児童

委員大会があり参加しました。

　また、 ５月１８日は民生委員 ・ 児童委員活動強化週

間の最終日であり、 街宣広報を兼ねて全委員で町

内各集落を視察巡回しました。以上今月の民生委員・

児童委員たよりといたします。

 新型インフルエンザについての問い合わせは

●鹿児島県保健福祉課　TEL ０９９－２８６－２７２４

●名瀬保健所　　　　　TEL ０９９７－５２－５４１１

新型インフルエンザに関する

お　願　い
・10 日以内に本人もしくは家族が海外渡航したことがある方
・発熱・呼吸器症状（鼻水 ･ 鼻づまり ･ せき ･ ノドの痛み）がある方

　上記の項目に該当される方は、病院 ･ 診療所建物内に入られ
る前に、あらかじめ病院などには携帯電話でご連絡ください。

　電話で対応いたします　

ご協力をお願いします

11　Kikai Public Relations 2009.6
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喜界島総合案内サイトを立ち上げ
　　　　　　　 ～シマの観光・文化・歴史・特産品など幅広く紹介～

「シマ情報の収集、共有、交換、発信に期待」

シマのポータルサイト開設！

　喜界島の素晴らしさを総合的に情報発信するイン

ターネットサイトをこのほど、花良治集落で商店を営

む宮本一徹さんらが作成した。

　このサイトは、島のあらゆる情報が満載されており、

歴史や文化の他に、各事業所の紹介なども網羅してい

る。また、島の人物や集落を紹介するコーナーもあり、

注目を集めている。

　中心となってサイトを制作した宮本さんは「商売を

している上で、少子化や人口減による地域の過疎化実

感することが多い。花良治と喜界島を少しでも盛り上

げようと企画した」と話し「インターネットの専門知

識がない中、試行錯誤しながら作成し、島の情報を集

めるのも苦労した。仲間の協力がないとできなかった。

メンバーの『島を活

性化したい』という

思いで完成できた」

と振り返った。

　「あくまで島全体

の活性化が目的」と

話 す 宮 本 さ ん は、

ネットでの情報発信

手段を持たない事業

者にも「どんどん利

用して欲しい」と呼

びかける。

（広告の場合はネット

の維持費のみ負担）

喜界島ナビ

メンバーのひとり、宮本さん

 ◇試 験 名　 初級（高校卒業程度）
 ◇試験区分　 一般事務
　　　　　　　建築技師（建築設計の資格等を有する者）
 ◇採用人員　一般事務　４～５名程度
　　　　　　　建築技師  １名
 ◇受験資格
　　一般事務
　　　�　昭和 57 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した

者 ( 平成 22 年３月卒業見込みの者を含む）
　　建築技師
　　　�　昭和 49 年４月２日から平成元年４月１日までに生れた者で、かつ高等学校以上を卒業

した者で、建築設計士有資格者若しくは実務経験３年以上の者
 ◇第１次試験日時・会場
　 　平成 21 年９月 20 日（日）・役場多目的ホール
 ◇申し込み受付け期間
　 　平成 21 年 8 月 6 日 ( 木 ) ～ 8 月 20 日 ( 木 ) ＊郵送の場合当日消印有効
 ◇問い合わせ先
　 　申込書の請求、その他詳しくは役場総務課（65-1111）へお尋ね下さい。

町 職 員 募 集
 平成２１年度 喜界町職員採用候補者試験を下記のとおり行います。



集
い
来
て
肩
を
寄
せ
合
い
お
茶
タ
イ

ム
弾
む
会
話
に
一
喜
一
憂

	
林　
　

蓮
香

朝
な
さ
な
み
仏
に
拝
み
水
替
え
て
今

日
の
は
じ
め
を
充
た
さ
れ
て
ゆ
く

	

有
村　

道
子

耐
え
し
こ
と
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
な
つ

か
し
み
月
の
光
に
今
を
生
き
ゆ
く

	

平
尾　

チ
ヨ

老
脳
の
防
波
堤
に
と
落
書
き
す
冷
や

し
て
燃
や
し
て
辛
う
じ
て
保
つ

	

美
代　

イ
シ

年
寄
り
と
対
話
の
中
に
育
つ
子
等
故

事
を
知
り
つ
つ
人
の
道
歩
ま
ん

�

郡　
　

市
子

若
キ
ビ
の
果
て
な
く
続
く
島
の
野
に

は
や
渡
り
来
し
白
鷺
が
舞
ふ

	

弥
島　

幸
子

古
書
店
の
レ
ジ
の
隣
に
座
を
占
め
る

カ
ッ
プ
に
活
け
し
赤
き
ミ
ニ
バ
ラ

	

武
田　

幸
子

教
え
子
に
貰
い
し
青
磁
の
壺
に
挿
す

羊
歯
を
揺
ら
す
若う

り
ず
ん夏
の
風

	

嶺
倉　

祝
子

氏　
　
　

名

島
根　

野
鶴

平
瀬　

徹

向
井　

ト
キ

児
玉
ま
つ
子

川
村　

忠
徳

川
島　

八
重

元　
　

久
光

繁
原　

テ
イ

年
齢

81
才

46
才

92
才

104
才

84
才

92
才

46
才

95
才

住

所

中

熊

川

嶺
湾

赤

連

赤

連
湾湾

島

中

島
根　

哲
朗

下
田　

佳
子

平
瀬　

勝
弘

児
玉　
　

勲

南
島　

孝
徳

川
村　

忠
也

中
　

熊

川
　

嶺

川
　

嶺

兵
庫
県
在
住

早
　

町

小

野

津

塩
　

道

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

伊
藤
ひ
な
た

川
口　

桃も
も
ね音

柳　
　

竜り
ゅ
う
ま磨

柳　
　

裕ゆ
う
や也

保
護
者

嘉

應

賀

久

竜

生

卓

也

住

所

花
良
治

中

里

嘉

鈍

荒

木

住

所

志
戸
桶

島

中

志
戸
桶

鹿
児
島
市

神
奈
川
県

嘉

鈍

佐
手
久

荒

木

氏　
　
　

名

大
喜　

孝
紀

嶺
田　

茜

竹
下　

鳴
人

中
島　

美
幸

柳　
　

竜
生

松
本　

和
美

森
田　

和
人

藤　
　

梨
美

２００９年７月２２日

　一生に一度の皆既日食まで

あと ４２ 日

（２００９年６月１０日現在）

喜界町の推計人口
（平成 21 年６月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,744 戸 （ △ １ ）

人 口   ・・・・・ 8,161 人 （ △ ３ ）

男   ・・・・・ 3,913 人 （ 　 ４ ）

女   ・・・・・ 4,248 人 （ △ ７ ）
（　）は前月比
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税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

　

６
月
末
は

　
　

町
県
民
税
税
１
期
分

　
　

国
民
健
康
保
険
税
１
期
分

　
　

介
護
保
険
料
１
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

大阪市西淀川区花川２－２１－１３
小澤司法書士・行政書士事務所　代表　小澤　正俊
　　　　　　　　TEL　０６－６４７５－７６３３
　　   E-mail　tosiyama.masahito@khaki.plala.or.jp
※他府県（地方の案件でも可能です）

◎サラ金などの払い過ぎた利息の返還請求 ご 相 談 は
無 料 で す

（お気軽にご相談ください）お気づきですか？？　

払い過ぎている金利のこと　

完済していても大丈夫！！

登記　訴訟　物損損害賠償　公正証書

090-

8881-7191

( 担当：利山 )
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オーストラリア原産。雌雄同株の常緑高木。松葉のような
細い葉は、節ごとに別れた単独の葉の集合体である。し

たがって、針葉樹ではなく広葉樹である。
　写真のとおり、葉の先が黄色くなっているのが雄花で、赤
い花が雌花である。雌花はあまり目にしないが、やがて松ボッ
クリのような実となる。

　中里集落のすぐ背後には、
現在の鳥取砂丘より広大な
砂丘が控え絶えず砂嵐を吹
き下ろすため、集落民は慢
性紅眼炎に悩まされた。こ
のことで「ナートゥミーハ
ギー」と他集落からあだ名
された（竹内譲著「喜界島
の民俗」より）。しかし昭和
１２年、松下重成林業技手
が湾頭原までの広い範囲に

モクマオウを植林したところ、不
毛の砂丘は防風林・砂防林として
生まれ変わり、後のサトウキビ畑
となる表土も形成した。このこと
に感謝した中里集落は昭和２８
年、保食神社（馬頭観音）の一角
に「砂漠の中里を緑の部落にして
下さった鹿児島縣技手松下重成
氏に本碑を建立し永遠に記念す」
との石碑を建て、感謝した。

　ただ、今も当時の広大な砂丘が残っていれば、抜群の観光
資源や一級の映画ロケ地になっていたのではないかと思われ
る。ムシの良い話しであろうが。
　また、化粧品通販で大手のノエビアは、南大東島のモクマ
オウから肌の張りや弾力を保つ成分を慶応大学医学部との共
同研究で発見し、成分を配合した美容液を今月にも全国発売
するという。花ことばは不明。

【モクマオウの雌花】

【モクマオウの雄花】

重田道信さん宅（湾）にて。西インド諸島が原産の常
緑中木。別名でナンヨウザクラ、インドザクラ。

　ポインセチアと同じくトウダイグサ科であり、花が桜
に似るため、葉がバイオリン（提琴）の形と似る個体が
あるため、この名が付いた。花ことばは不明。
　ちなみに西インド諸島は、中南米のカリブ海と大西洋
を隔てるように浮かぶ島々。発見者のコロンブスが、イ
ンドと勘違いして名付けられた。なお、東インド諸島と
はインドネシアやフィリピンなどの広範囲の島々を指す。

テイキンザクラ（提琴桜）

アヤメ科。唐菖蒲・オランダ菖蒲の別名がある。
アフリカの地中海沿岸が原産地の球根植物。

名前の由来は葉の形を刀剣になぞらえて、ラテン語
で「刀剣」を意味する “ グラディウス ” から。
　品種改良も盛んに行われ、白、黄、オレンジなど
の花、八重咲きや大きな花びらを付ける品種もある。

また、園芸種は春に植えて夏に花を楽しむが、島の
在来種はユリの咲く頃に、春植を控えたサトウキビ
畑などでドゥメーイし、真っ赤な花を咲かせる。
　花ことばは「勝利」「密会」「用心」。とはいえ、
総選挙を控えてあわただしい永田町や、赤坂の料亭
には似合わない。

モクマオウ（木麻黄）

グラジオラス

編

集

後

記

　

相
変
わ
ら
ず
筆
が
進
ま
ず
、
記
事

に
し
て
い
な
い
取
材
デ
ー
タ
と
タ
バ

コ
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

　

や
っ
と
筆
が
ス
ム
ー
ズ
に
滑
り
だ

し
た
か
と
思
え
ば
、
電
話
や
来
客
で

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
気
分
転
換
に

と
花
の
写
真
を
撮
り
に
出
か
け
れ
ば
、

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
写
真
が
撮
れ
ず
、

か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
悪
循

環
。

　

そ
れ
で
も
順
調
に
毎
月
発
行
で
き

る
の
は
、オ
バ
ケ
よ
り
怖
い
「
締
切
日
」

が
あ
る
か
ら
だ
。
元
々
が
グ
ウ
タ
ラ

な
の
で
、
締
切
日
が
な
い
と
永
遠
に

「
広
報
き
か
い
」
は
皆
さ
ん
に
届
か
な

い
だ
ろ
う
。

　

反
面
、
う
れ
し
い
こ
と
や
楽
し
い

こ
と
も
あ
る
の
が
広
報
担
当
で
あ
る
。

「
食
い
し
ん
坊
」
の
私
は
、
取
材
先
で

出
さ
れ
た
お
菓
子
な
ど
は
遠
慮
な
く

い
た
だ
く
し
、
入
学
式
や
卒
業
式
の

取
材
で
は
母
校
の
後
輩
た
ち
と
校
歌

を
斉
唱
す
れ
ば
、
熱
い
も
の
が
こ
み

上
げ
て
く
る
。

　

今
回
、
交
流
給
食
の
取
材
で
25
年

ぶ
り
に
給
食
を
い
た
だ
い
た
。

　

児
童
数
減
で
小
さ
く
な
っ
た
教
室

の
、
小
さ
な
机
と
小
さ
な
イ
ス
で
、

小
さ
な
後
輩
た
ち
と
囲
ん
で
食
べ
る
、

小
さ
な
食
器
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、

大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、「
食
い
し
ん
坊
」
の
大
き

な
胃
袋
に
は
食
器
が
小
さ
す
ぎ
た
が
、

「
お
か
わ
り
」
を
求
め
る
後
輩
た
ち
の

列
に
並
ぶ
ほ
ど
は
、
気
が
大
き
く
な

い
の
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
（
植
村
）
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テイキンザクラの蜜を吸うオオゴマダラ


